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28 日後に試料を採取して、HE 染色、TRAP 染色、免疫染色（F4/80, TNF-・, Sp7）によ
り組織学的に観察した。 
【結果】 































が FACS 解析により明らかとなった。また、BMP2 を含む骨誘導培地で培養すると、アル
カリホスファターゼ活性が上昇し、骨芽細胞系細胞の特徴を示すことがわかった。この


























１６） 皮質骨由来細胞の骨芽細胞系細胞へ分化には、デキサメサゾンと BMP の両方が
必要であるのか 
１７） 移植後 3，7，28 日に組織観察した理由について 
 
27 
質問事項に対し文献的知識を踏まえて、適切な回答があり、その説明は論理的で説得
力があった。また、申請者は本研究に用いた細胞培養法、細胞生物学的手法、形態学的
手法を習得しており、博士課程修了者として再生歯科医学の発展性、将来性についての
見識を有していると判断した。 
以上により、本審査会は本申請者が博士（歯学）として十分な学力および見識を有
するものと認定し、最終試験を合格と判定した。 
